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1. 本ランキングの目的と基本方針

本ランキングは、ケアマネジャー (介護支援専門員) 試験の合格を目指す受験者が、自分に最適な通信講座を選

択できるよう、客観的かつ多角的な評価基準に基づき11社の講座を比較・審査したものです。

ケアマネジャー試験は合格率が例年20～30%台と難関であり、働きながら受験する方が大半を占めます。その

ため、限られた学習時間で効率よく合格力を養成できるかが講座選びの最重要ポイントとなります。本ガイド

ラインでは、教材の質・カリキュラム設計・費用対効果・合格実績・サポート体制の5つの観点から総合的に

評価し、受験者の講座選択を支援します。

評価の基本原則

客観性の担保: 各社の公式サイト・公式発表資料に基づき事実確認を行い、検証可能な情報のみを評価対象

とする

受験者視点の重視: 「合格に必要な学習環境が整っているか」を最重要基準とし、教材の質・カリキュラ

ム・サポート体制を重点的に審査する

費用対効果の公平評価: 表示価格だけでなく、返金保証・教育訓練給付金・合格特典等を含めた「実質的な

費用対効果」を総合的に評価する

情報開示の評価: 合格率・合格者数等の実績情報を積極的に開示している講座を高く評価する

2. 評価項目と配点 (各5.0点満点 / 総合評価 = 5項目の平均値)

当編集部では、以下の5つの大項目 (各5.0点満点) を設定し、厳格な審査を行っています。総合評価は5項目の

平均値 (小数第1位まで) として算出します。

評価項目 配点 審査のポイント

(1) 教材・講義の質 5.0

点

講義動画の時間数・質、テキスト教材の構成・品質、スマホeラーニング等のデジタル対

応を審査。ケアマネ試験特有の介護支援分野・保健医療サービス分野・福祉サービス分

野を網羅した教材設計を重視

(2) 学習カリキュラム 5.0

点

カリキュラムの体系性、過去問演習・模擬試験・添削の充実度、学習期間の柔軟性を審

査。働きながら学習する受験者が多いケアマネ試験において、効率的な学習計画が設計

されているかを重視

(3) 受講料 5.0

点

基本受講料の水準に加え、返金保証・教育訓練給付金・割引制度を含めた「実質的な費

用対効果」を審査。ケアマネ講座の価格帯 (1.4万円～7.7万円) を踏まえた相対評価

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000114687.pdf


評価項目 配点 審査のポイント

(4) 合格実績 5.0

点

合格率・合格者数の公表状況、開講実績年数、受講者数、合格保証制度の有無を審査。

ケアマネ試験の全国平均合格率 (2024年度: 25.6%) を基準に、講座受講者の合格率を評価

(5) サポート体制 5.0

点

質問対応 (回数・手段・回答速度)、添削指導、合格保証・延長制度等の受講者支援を審

査。介護現場で多忙な受験者を支える質問対応や学習フォロー体制を重視

総合評価の算出式

総合評価 = ((1) + (2) + (3) + (4) + (5)) / 5

3. 評価基準の詳細スコアリング

各項目の具体的な採点基準は以下の通りです。

(1) 教材・講義の質 (5.0点満点)

講義動画の有無と質、テキスト教材の構成、デジタル学習環境の充実度を総合的に評価します。ケアマネ試験

は介護支援分野・保健医療サービス分野・福祉サービス分野の3分野から出題されるため、全分野を体系的に

カバーしているかも重要な評価ポイントです。

スコア 採点基準詳細

5.0 専門講師による体系的な講義動画 (10時間以上) + フルカラー/オリジナルテキスト + スマホアプリ・eラーニング

システム完備。9段階倍速再生・音声ダウンロード・オフライン学習等、スキマ時間学習に最適化された機能を

搭載

4.5 講義動画あり (7時間以上) + 良質なテキスト教材 + スマホeラーニング対応。3分野を体系的にカバーし、学習に

必要な教材が高水準で揃っている

4.0 講義動画あり (5時間以上) + テキスト教材 + Web視聴・スマホ対応。1コマ短時間の講義設計や大手予備校レベル

の教材品質。通学併用オプションがある場合も含む

3.5 講義動画あり (5時間以上) または 高品質テキスト教材 + 部分的なデジタル対応。テキストと問題集を中心に一定

の教材水準を満たしている

3.0 テキスト中心の教材構成。映像講義がない場合でもテキスト自体は体系的で演習問題も充実しているが、独学力

が求められる

2.5 テキスト中心で映像講義なし。動画配信のみ (DVD) で教材の量・種類が限定的

2.0 最小限の教材構成 (テキスト・過去問のみ等)。体系的な教材設計に欠ける

(2) 学習カリキュラム (5.0点満点)

学習計画の体系性、演習・模試・添削の充実度、学習期間の柔軟性を総合的に評価します。ケアマネ試験は年

1回 (10月) 実施のため、試験日から逆算した計画的なカリキュラム設計が重要です。



スコア 採点基準詳細

5.0 明確な学習ロードマップと進捗管理機能 + 過去問・模擬試験・添削が充実 + 受講期間の延長制度あり。インプッ

トからアウトプットまで合格に伴走する体制が整っている

4.5 体系的なカリキュラム + 添削・問題演習が充実 + 柔軟な学習期間。通学・オンライン・通信の選択肢がある場合

も含む。高い学習効果が見込める構成

4.0 体系的なカリキュラム + 問題演習・学習管理機能あり。AI搭載演習や1コマ短時間設計等、自走力があれば十分

に合格を目指せる

3.5 基本的なカリキュラム + 添削指導 or 問題演習あり。過去問中心の標準的な学習体制

3.0 テキスト自学自習型で添削指導あり。カリキュラムの体系性はあるが、学習計画は自己管理が前提

2.5 カリキュラムが簡素で、学習の道筋が限定的

2.0 教材購入型で明確なカリキュラムなし。学習計画は完全に自己管理

(3) 受講料 (5.0点満点)

基本受講料の水準に加え、返金保証・教育訓練給付金・割引制度を含めた「実質的な費用対効果」を総合的に

評価します。ケアマネ講座の価格帯は約1.4万円～7.7万円と幅広いため、受講料の絶対額と内容に対するコス

トパフォーマンスの両面から評価します。

スコア 採点基準詳細

5.0 実質負担が極めて低い。基本料金2万円未満。または合格時全額返金制度により実質0円の可能性あり

4.5 基本料金2万円台 (3万円未満)。ケアマネ講座としては低価格帯で充実した内容を提供

4.0 基本料金3万円台。または給付金・合格特典を含めた実質負担が3万円前後。キャンペーン割引で3万円以下にな

る場合も含む

3.5 基本料金4万円台。または教育訓練給付金対象で実質負担が軽減される

3.0 基本料金5万円台。給付金対象の場合があるが、基本価格がケアマネ講座の中央値を上回る

2.5 基本料金6万円台

2.0 基本料金7万円以上。通学講座や複数コースセット等の高額帯

(4) 合格実績 (5.0点満点)

合格率・合格者数の公表状況、開講実績、受講者規模、合格への自信を示す制度の有無を総合的に評価しま

す。ケアマネ試験の全国平均合格率は25.6% (2024年度) であり、これを大幅に上回る実績を持つ講座を高く評

価します。

スコア 採点基準詳細

5.0 合格率を具体的数値で公表し、全国平均 (25.6%) の2.5倍以上 (70%以上)。または累計合格者数10,000名以上 +

長期の開講実績



スコア 採点基準詳細

4.5 合格率非公表だが、不合格時全額返金保証で合格への高い自信を制度的に担保。受講者からの高評価あり

4.0 合格率非公表だが、合格時全額返金制度や合格祝い金制度で合格実績への自信を示す。または合格者数の累計を

一部公表

3.5 合格率非公表だが、大手予備校ブランドとしての高い認知度と長い開講実績。または受講者数が年間10,000人以

上

3.0 合格率非公表。開講実績があり、法人導入実績や外部評価など一定の信頼基盤がある

2.5 合格率非公表。実績情報が限定的で、外部からの検証が困難

2.0 合格実績に関する情報がほぼ公開されていない

(5) サポート体制 (5.0点満点)

質問対応の充実度、添削指導、合格保証・延長制度等、受講者を支える体制を総合的に評価します。ケアマネ

試験の受験者は介護現場で働く方が大半であるため、忙しい中でも気軽に質問でき、学習を継続できる仕組み

が重要です。

スコア 採点基準詳細

5.0 質問対応が充実 (無制限 or 回数十分、複数手段対応) + 添削指導あり + 合格保証 (全額返金 or 延長) + 就職支援等

の手厚い個別フォロー

4.5 質問対応が手厚い (無制限 or 10回以上) + 添削 or 合格保証制度あり。12ヶ月以上のサポート期間

4.0 質問対応あり (複数手段) + 合格保証・不合格時サポート延長あり。受講者支援が標準以上

3.5 質問対応あり (電話・メール・LINE等) + 受講者専用ページ等の学習支援。または添削なしだが充実した学習管

理ツール

3.0 質問対応あり (回数制限あり) + 添削指導あり。標準的なサポート体制

2.5 質問対応あり (手段が限定的) だが添削等の個別指導がなし or 最小限

2.0 サポートがほぼ提供されていない (教材販売のみ)

4. 全11社の総合評価一覧表

上記基準に基づき算出した、各社のスコア内訳は以下の通りです。

順位 講座名 総合評価 (1) 教材・講義の質 (2) 学習カリキュラム (3) 受講料 (4) 合格実績 (5) サポート体制

1位 アガル

ート

4.8 5.0 5.0 4.0 5.0 5.0

2位 ユーキ

ャン

4.6 4.5 5.0 4.0 5.0 4.5



順位 講座名 総合評価 (1) 教材・講義の質 (2) 学習カリキュラム (3) 受講料 (4) 合格実績 (5) サポート体制

3位 ヒュー

マンア

カデミ

ー

4.3 5.0 4.5 3.5 3.5 5.0

4位 キャリ

カレ

4.2 4.5 4.0 4.0 4.5 4.0

5位 ニチイ 4.1 3.5 4.5 4.5 4.5 3.5

6位 三幸福

祉カレ

ッジ

4.0 4.0 4.5 4.5 4.0 3.0

7位 資格の

大原

3.9 5.0 4.0 3.0 3.5 4.0

8位 未来ケ

アカレ

ッジ

3.7 3.5 4.0 4.5 3.0 3.5

9位 藤仁館

医療福

祉カレ

ッジ

3.6 3.0 4.0 3.0 5.0 3.0

10位 日本キ

ャリア

パスア

カデミ

ー

3.5 3.0 3.5 4.0 3.0 4.0

11位 ベス

トウェ

イケア

アカデ

ミー

3.3 2.5 3.0 5.0 3.0 3.0

5. 各社スコア内訳と評価理由

1位: アガルート (総合 4.8)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 5.0 林裕太講師による体系的な講義動画を提供。テキストは講師自身が作成したオリジ

ナル教材。スマホ・タブレット・PCのマルチデバイス対応で、9段階倍速再生・音声

ダウンロード・テーマ変更機能を搭載し、スキマ時間学習に最適化されている



評価項目 スコア 評価根拠

(2) 学習カリキュラム 5.0 総合講義・過去問解説講座・直前対策講座・模擬試験と段階的に合格力を養成する

カリキュラム。合格カリキュラム (49,280円) と合格カリキュラム (サポート付

き/76,780円) の2コースを用意し、学習スタイルに応じた選択が可能

(3) 受講料 4.0 合格カリキュラムが49,280円、サポート付きが76,780円。価格帯はケアマネ講座の

中では中～上位だが、合格特典として受講料全額返金制度 (合格時) とお祝い金

10,000円があり、合格した場合の実質負担は大幅に軽減される

(4) 合格実績 5.0 2025年試験の受講生合格率75%を公表。全国平均合格率 (25.6%) の約3倍の合格実

績を示しており、講座の学習効果を具体的な数値で証明している

(5) サポート体制 5.0 KIKERUKUN (質問システム) で30回まで質問可能 (サポート付きコース: 50回)。合格

時の全額返金特典とお祝い金10,000円の合格保証制度を完備。サポート付きコース

では学習カウンセリング・直前ヤマ当て・定期カウンセリング等の手厚い個別フォ

ローを提供

2位: ユーキャン (総合 4.6)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 4.5 メインテキスト6冊 + でるケアBest200 (頻出問題集) + 過去問完全解説集の充実した

教材構成。合格デジタルサポートパックにより、スマホでの講義動画視聴・Webテ

スト・スケジュール管理が可能。テキストはイラスト・図解豊富なフルカラー仕様

(2) 学習カリキュラム 5.0 標準学習期間6ヶ月のカリキュラムで、97%が働きながら合格を達成。添削課題7回

(模擬試験含む) + 1日60分の学習設計で、多忙な介護職でも無理なく続けられる。受

講開始から試験月まで12ヶ月以上の受講期間を確保

(3) 受講料 4.0 一括払い54,000円 (キャンペーン時49,000円)。教育訓練給付金対象講座で、条件を

満たせば受講料の20% (最大10万円) が支給される。分割払い (3,900円×14回) にも

対応

(4) 合格実績 5.0 過去10年間で16,073名のケアマネ合格者を輩出 (2014～2023年度)。ケアマネ講座市

場においてトップクラスの累計合格者数を誇り、長年の実績と信頼性がある

(5) サポート体制 4.5 経験豊富な講師陣による質問対応 (メール)。添削課題7回で個別フィードバックを提

供。受講期間は試験月まで延長されるため、学習の遅れにも対応可能。受講者専用

サイトでスケジュール管理や成績管理が可能

3位: ヒューマンアカデミー (総合 4.3)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 5.0 講義動画はPC・スマホ・タブレットで視聴可能なマルチデバイス対応。テキスト教

材に加え、eラーニングシステムを完備。映像講義は反復視聴可能で、介護支援分

野・保健医療サービス分野・福祉サービス分野を体系的にカバー



評価項目 スコア 評価根拠

(2) 学習カリキュラム 4.5 通信講座に加え、通学やオンラインライブ授業との併用が可能な柔軟なカリキュラ

ム設計。模擬試験・問題演習が充実し、合格に向けた体系的な学習ステップを提供

(3) 受講料 3.5 ケアマネジャー合格講座は61,600円 (キャンペーン時55,440円～)。教育訓練給付金

対象講座。価格帯はケアマネ講座の中ではやや高めだが、12ヶ月の充実したサポー

トと質問無制限の体制を考慮すると妥当な水準

(4) 合格実績 3.5 合格率・合格者数は非公表だが、ヒューマンアカデミーは資格講座業界大手として

高い認知度と長い開講実績を持つ。介護・福祉分野の講座を多数展開し、業界での

信頼性は高い

(5) サポート体制 5.0 質問対応は無制限で回数を気にせず利用可能。電話・メール等の複数手段で対応。

サポート期間は12ヶ月と長期間にわたり、受講者の学習をきめ細かくフォロー。就

職・転職サポートも提供

4位: キャリカレ (総合 4.2)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 4.5 講義映像はスマホ・タブレット・PCで視聴可能。テキスト教材に加えAR (拡張現実)

機能を搭載し、テキストにスマホをかざすと講義映像が再生される先進的な学習シ

ステム。問題集・過去問も付属

(2) 学習カリキュラム 4.0 標準学習期間3ヶ月の集中型カリキュラム。テキスト学習→問題演習→過去問対策の

体系的な流れ。最長12ヶ月のサポート期間で自分のペースに合わせた学習が可能

(3) 受講料 4.0 通常価格62,800円～72,800円だが、頻繁にキャンペーンが実施され29,800円で受講

可能な時期あり。教育訓練給付金対象講座。不合格時全額返金制度あり

(4) 合格実績 4.5 合格率の具体的な数値は非公表だが、不合格時全額返金保証を制度として設けてお

り、合格への高い自信を制度的に担保している。合格した場合は2講座目が無料で受

講できる合格特典もあり

(5) サポート体制 4.0 質問対応は受講期間中対応可能。不合格時の全額返金保証制度と、合格時の2講座目

無料特典で受講者のリスクを軽減。12ヶ月の延長サポート期間を確保

5位: ニチイ (総合 4.1)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 3.5 テキスト教材と問題集を中心とした教材構成。ニチイの介護現場における実務経験

を反映した実践的な内容。ケアマネ試験に必要な知識を体系的にカバーしている

が、映像講義のデジタル対応は限定的

(2) 学習カリキュラム 4.5 1973年設立の介護教育のパイオニアとして50年以上の教育ノウハウを蓄積。通信講

座に加え、通学コースも併設。過去問演習・模擬試験を含む体系的なカリキュラム

で合格に導く



評価項目 スコア 評価根拠

(3) 受講料 4.5 受講料34,783円はケアマネ講座の中では比較的低価格。ニチイグループ社員・受講

生割引等の各種割引制度あり。教育訓練給付金対象で、実質負担はさらに軽減され

る

(4) 合格実績 4.5 2024年度試験の受講生合格率76.1%を公表。全国平均合格率 (25.6%) の約3倍という

高い合格実績を示している。1973年設立以来50年以上の教育実績を持つ

(5) サポート体制 3.5 質問対応は電話・メールで対応可能。就職支援サービス「きゃりあネット」を運営

しており、資格取得後の就職・転職支援までワンストップで提供。全国に教室を展

開し、通学との併用も可能

6位: 三幸福祉カレッジ (総合 4.0)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 4.0 通学・オンライン・通信の3形態に対応した教材を提供。テキスト教材に加えWeb講

義を搭載。全国450ヶ所以上の教室ネットワークを活かし、通学講座との連動も可能

(2) 学習カリキュラム 4.5 通信コース (27,500円)、通学コース (55,000円～)、オンラインコース等を用意し学習

スタイルに合わせた選択が可能。ポイントマスターコースやケアマネ受験対策パッ

ク等の複合コースも展開

(3) 受講料 4.5 通信コースは27,500円とケアマネ講座の中でも低価格帯。教育訓練給付金対象講

座。通学コースは55,000円～165,000円だが、通信のみなら費用を抑えた受講が可能

(4) 合格実績 4.0 2024年度試験の受講生合格率71.8%を公表。全国平均の約2.8倍の合格率で、高い学

習効果を示している。介護福祉分野で長年の教育実績を持つ

(5) サポート体制 3.0 質問対応あり (受講期間中)。通学コースでは対面での質問・指導が可能。全国450ヶ

所の教室ネットワークは通学受講者にとって利便性が高いが、通信専業の受講者へ

のサポートは標準的

7位: 資格の大原 (総合 3.9)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 5.0 1コマ約5分の短時間講義設計でスキマ時間学習に最適化。PC・スマホ・タブレット

での視聴に対応。プロ講師による解説講義は体系的で、テキスト・過去問・模擬試

験を含む充実した教材構成

(2) 学習カリキュラム 4.0 ケアマネジャーパススルコース (59,000円) を中心に、体系的なカリキュラムを提

供。問題演習・模擬試験を含み、学習管理機能も搭載。大手予備校のノウハウを活

かした効率的な学習設計

(3) 受講料 3.0 パススルコースは59,000円で、ケアマネ講座の中ではやや高めの価格帯。ただし、

大手予備校の充実した教材・講義・サポートを考慮するとコストパフォーマンスは

一定水準



評価項目 スコア 評価根拠

(4) 合格実績 3.5 合格率・合格者数の具体的数値は非公表だが、資格の大原は公認会計士・税理士・

公務員等で圧倒的な合格実績を持つ大手予備校ブランド。介護福祉分野でも長年の

教育実績がある

(5) サポート体制 4.0 24時間質問受付のオンラインサポート。全国の大原校舎にある自習室が利用可能。

不合格時のサポート延長制度あり。大手予備校ならではの充実した学習環境を提供

8位: 未来ケアカレッジ (総合 3.7)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 3.5 WEB講義を提供し、PC・スマホで視聴可能。テキスト教材と組み合わせた学習が可

能。AI搭載の演習システムを導入しており、デジタル学習環境は一定の水準を備えて

いる

(2) 学習カリキュラム 4.0 AI搭載演習システムで約5,000問の問題演習が可能。学習者の弱点を分析し、効率的

な問題演習を実現。WEB講義との組み合わせで体系的な学習が可能

(3) 受講料 4.5 WEB講義コースは28,050円～とケアマネ講座の中でも低価格帯。年間29,600人が受

講する大規模なスケールメリットを活かした価格設定

(4) 合格実績 3.0 合格率・合格者数は非公表。ただし年間29,600人が受講する大規模な教育機関であ

り、介護職員初任者研修・実務者研修等の介護資格講座で豊富な実績を持つ

(5) サポート体制 3.5 質問対応あり。受講者専用のマイページで学習進捗管理が可能。介護資格講座全般

を展開する未来ケアカレッジならではの介護業界とのネットワークを活かした就職

支援も提供

9位: 藤仁館医療福祉カレッジ (総合 3.6)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 3.0 通学中心の教育機関で、テキスト教材と対面授業を主体とした教材構成。的中率

96.6%を誇るオリジナル予想問題を強みとしており、問題演習の質は高いが、通信向

けの映像講義やeラーニングは限定的

(2) 学習カリキュラム 4.0 少人数制 (30名定員) の通学講座を中心に、通信コースも提供。過去問・予想問題を

活用した演習重視のカリキュラム。的中率96.6%の予想問題は試験対策として大き

な強み

(3) 受講料 3.0 通信コースは14,000円～と低価格だが、通学フルコースは165,800円と高額。通学と

通信の価格差が大きく、フル活用するには相応の費用が必要

(4) 合格実績 5.0 2025年試験の受講生合格率89%を公表。全国平均合格率 (25.6%) の約3.5倍で、調査

対象11社中トップの合格率。的中率96.6%の予想問題が高い合格実績を支えてい

る。埼玉・群馬・栃木・神奈川に8校舎を展開



評価項目 スコア 評価根拠

(5) サポート体制 3.0 通学コースでは少人数制 (30名定員) による対面指導が可能。8校舎での直接質問に対

応。ただし通信コースのサポートは限定的で、通学メインの教育機関としてのサポ

ート設計

10位: 日本キャリアパスアカデミー (総合 3.5)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 3.0 テキスト教材と過去問を中心とした教材構成。学長自らが執筆・指導に関わるオリ

ジナル教材。映像講義のデジタル対応は限定的だが、テキストの質には定評がある

(2) 学習カリキュラム 3.5 通信コースの基本カリキュラムに加え、教育訓練給付金セットコース (85,800円) も

用意。過去問演習を中心とした学習体系。学長による直接指導は通学受講者向けの

特色

(3) 受講料 4.0 通信コースは30,800円とケアマネ講座の中では比較的手頃な価格帯。教育訓練給付

金セットコースは85,800円だが、給付金を活用することで実質負担を軽減可能

(4) 合格実績 3.0 自社の合格率は非公表だが、外部の合格率データとして60～70%程度との情報があ

る。ただし公式な公表値ではなく、検証の難しい数値。独自の教育メソッドと学長

の指導力には一定の評価がある

(5) サポート体制 4.0 質問対応は電話・メールで受付。学長自らが直接指導に関わることが特徴で、きめ

細かな個別対応が可能。教育訓練給付金セットコースでは充実したサポートを提供

11位: ベストウェイケアアカデミー (総合 3.3)

評価項目 スコア 評価根拠

(1) 教材・講義の質 2.5 馬淵敦士講師による動画配信コース (19,800円) とDVDコース (39,800円) を提供。講

義はわかりやすいと評判だが、教材の種類は動画とテキストが中心で、eラーニング

やスマホアプリ等の先進的なデジタル学習環境は整備されていない

(2) 学習カリキュラム 3.0 動画講義 + テキスト + 問題演習の基本的なカリキュラム構成。ケアマネ試験に必要

な知識を押さえた内容だが、模擬試験・添削等の応用的な学習メニューは限定的

(3) 受講料 5.0 動画配信コース19,800円は調査対象11社中でも最安クラス。DVDコースでも39,800

円と手頃。低価格ながら専門講師の講義が受けられるコストパフォーマンスの高さ

が最大の魅力

(4) 合格実績 3.0 合格率69% (2022年度実績) を公表しているが、最新年度の実績は未更新。全国平均

を大幅に上回る実績だが、直近データの透明性にやや課題がある

(5) サポート体制 3.0 LINE無制限質問対応が特徴で、気軽に質問できる環境を提供。ただし添削指導や合

格保証制度はなく、大手講座と比較するとサポートメニューは限定的



6. 各評価項目の講座間比較サマリー

(1) 教材・講義の質 トップ3

1. アガルート (5.0): 9段階倍速再生・音声ダウンロード対応のマルチデバイス講義と講師作成オリジナル

テキスト

2. ヒューマンアカデミー (5.0): マルチデバイス対応の映像講義とeラーニングシステムの充実した学習環境

3. 資格の大原 (5.0): 1コマ約5分のスキマ時間特化型講義設計と大手予備校品質の教材

(2) 学習カリキュラム トップ3

1. アガルート (5.0): 段階的な合格カリキュラムと充実した模擬試験・過去問対策

2. ユーキャン (5.0): 1日60分の学習設計と添削7回の実績あるカリキュラム (97%が働きながら合格)

3. ヒューマンアカデミー (4.5): 通学・オンライン・通信の3形態対応と柔軟なカリキュラム

(3) 受講料 トップ3

1. ベストウェイケアアカデミー (5.0): 動画配信コース19,800円の圧倒的な低価格

2. ニチイ (4.5): 34,783円の手頃な価格と各種割引制度

3. 三幸福祉カレッジ (4.5): 通信コース27,500円と教育訓練給付金対象

(4) 合格実績 トップ3

1. 藤仁館医療福祉カレッジ (5.0): 合格率89% (2025年) と的中率96.6%の予想問題

2. アガルート (5.0): 合格率75% (2025年) と合格時全額返金制度

3. ユーキャン (5.0): 10年間で累計16,073名の合格者を輩出

(5) サポート体制 トップ3

1. アガルート (5.0): KIKERUKUN質問30回+合格全額返金+カウンセリング等の手厚い個別フォロー

2. ヒューマンアカデミー (5.0): 質問無制限・12ヶ月サポート・就転職支援

3. ユーキャン (4.5): 添削7回+経験豊富な講師陣の質問対応+試験月までの延長サポート

7. 免責事項

本評価基準は、当編集部が独自に設定したものであり、各講座提供会社の公式見解ではありません。

各社の受講料・サービス内容は2026年2月19日時点の情報に基づいています。最新情報は各社公式サイトで

ご確認ください。

キャンペーン価格・割引制度は時期により変動する場合があります。

合格実績 (合格率・合格者数) は各社の公式発表に基づいており、算出方法・対象期間は各社により異なり

ます。



本ランキングは特定の講座への誘導を目的としたものではなく、受験者の講座選択を客観的に支援するこ

とを目的としています。

以上


